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新年のごあいさつ新年のごあいさつ

会長　榎本　英雄会長　榎本　英雄
一般社団法人 横浜市工業会連合会一般社団法人 横浜市工業会連合会

　令和３年の年頭にあたり謹んでご挨拶を申し上げます。
　昨年は当初、オリンピック・パラリンピックの開催で飛躍の年になると期待をもっていました。ところが、
中国・武漢での新型コロナウイルス感染症による都市の閉鎖に始まり、国内では「テクニカルショウヨコ
ハマ」の開幕を迎えようという２月３日に、コロナウイルス感染者が乗船したクルーズ船ダイヤモンドプ
リンセス号が、横浜港に入港しました。
　その後も緊急事態宣言の発動、第二波、第三波と、一時感染減少の兆しを見せた時期もありましたが、
いまだに収束の時期は見通せません。
　このように世界の人やモノの流れが制約を受けた中で、奮闘の日々を過ごされている皆様もいらっしゃ
ることと思います。しかしながら、このような疫病にいつまでも振り回されているわけにはいきません。
　昨年、コロナウイルスで世界中が混乱している最中、日本では安倍長期政権が突然の終わりを告げ、横
浜市に縁のある菅官房長官が第 99 代の内閣総理大臣となりました。
　米国でも、トランプ政権に代わり、民主党のバイデン氏が新たに政権を担うなど大きな変化がありました。
　年を改めて、新常態（ニューノーマル）という言葉が普通に使われている今年は、まさに新しいことにチャ
レンジするのに相応しい年と言えます。一方、創意工夫や柔軟な発想は大切ですが、これらは、これまで培っ
てきたコツコツと地道な活動があってこそ実を結ぶものではないでしょうか。今こそ横浜の経済を支えて
きた市工連の会員の皆様に、力を発揮していただきたいと思います。
　最後に、コロナワクチンの開発も進み、日本での供給も間近かと期待されています。今年は素晴らしい
年となることを祈念するとともに、皆様には引き続き市工連へのご協力をお願いいたします。

令和３年の年頭にあたって令和３年の年頭にあたって
一般社団法人 横浜市工業会連合会 名誉会長一般社団法人 横浜市工業会連合会 名誉会長

　横浜市工業会連合会の皆様が新しい年を迎えられましたことを、心よりお喜び申し上げます。
　今年は、ウィズコロナ社会における安全・安心な暮らしと横浜の将来にわたる成長のため、市民、事業
者の皆様と力を合わせて、力強く歩んでいく一年です。感染症対策の強化と経済再生の両立を最優先に、
急激な感染拡大を抑え医療崩壊を防ぎます。デジタル化、脱炭素化に取り組み、横浜経済をお支えくださっ
ている事業者の皆様をしっかりとご支援し、横浜経済の再生に力を尽くしてまいります。
　新型コロナウイルスは、近い将来、必ず収束します。冷静に未来を見定め、立ち止まることなく、前進
してまいります。2027 年の国際園芸博覧会の開催、将来の経済成長を支える国家的プロジェクトであるＩ
Ｒ（統合型リゾート）の実現に向けた取組や新たな劇場整備の検討を進め、魅力あふれる都市づくりと横
浜の持続的な発展への道筋をつけていきます。
　今年も皆様の健やかな暮らしと横浜の未来のため、全力で市政に臨む決意です。どうぞよろしくお願い
いたします。
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すぐれたアイディア提案者のご紹介すぐれたアイディア提案者のご紹介

写真で綴る2020年（令和２年）写真で綴る2020年（令和２年）
テクニカルショウ　ヨコハマ2020　2月5日～7日

（パシフィコ横浜　展示ホールＡ・Ｂ・Ｃ）
　新技術・新製品発表、販路拡大、ニーズ把握、新規取引獲得、技
術の交流、情報の発信・収集・交換の場として開催。商談につながっ
たとの声も聞かれました。
入　場　者　32,995 人
参　加　企　業　830 社・団体
出展小間数　655 小間
よこはまものづくりゾーン　出展企業   93 社・団体

企業紹介フェア　2月6日　（パシフィコ横浜　アネックスホール）
　県内の高校生を対象に中小企業や製造業に対しての理解を深めるため、中小企業経営者による講演とテクニカルショウ ヨコハマ見
学会を実施。高校生も講師のブースなどで熱心に質問していました。
【協力企業】　横浜電子株式会社、第一フォーム株式会社
参加者　県立商工高校
　　　　1 年生　214 人

　令和３年１月７日に開催予定の「市工連賀詞交歓会」は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態
宣言発出が予定されていたため、中止しました。今回、賀詞交歓会の中で表彰予定の「すぐれたアイディ
ア提案者」５名の皆さまは以下のとおりです。おめでとうございます。

「すぐれたアイディア提案者表彰」被表彰者（50音順・敬称略）

企業名 氏名 アイディアの名称 企業名 氏名 アイディアの名称

海洋電子工業
株式会社

小倉　和明 感度校正試験の効率化 竹澤工業
株式会社 山田　誉勝 高圧ヘッダー長手溶接

の対策と改善の提案

平　誉大 振動分析作業の効率化 株式会社
吉岡精工 高畑　勝 測定値のデータ送受信に

よる検査作業工数削減

株式会社
グーン 安廣　真吾

油圧ショベルのバケッ
トシリンダー倒立によ
る油漏れトラブル防止
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定時総会　6月25日　（ローズホテル横浜）
　市工連会員により、事業報告、決算報告などが審議され承認されました。その後「横浜市工業団体役員表彰」を行いました。

学校と企業の就職に関する懇談会　6月16日　(横浜産貿ホール)
　市工連会員企業と高等学校等の進路指導担当教諭にご参加いただき、生徒の地元企業への就職を図りました。
　多くの学校、企業が今後もこの懇談会に出席したいというアンケート結果でした。
参加企業　38 社
参加校　　14 校
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横浜市へ予算要望書提出　10月28日　(市庁舎)
　榎本市工連会長のほか、各地域工業会・事業会等の会長など代表者で市庁舎を訪問し、中小企業の現状と課題について取りまとめ
た「令和 3 年度横浜市予算に対する産業振興に関する要望書」を榎本会長から林文子横浜市長に手渡しました。

施設見学会　11月12日　(横浜港施設見学会)
　市工連役員・各委員会の委員等を対象に会員経営者同士が情報交換する機会をつくるため、横浜港シンボルタワーや横浜港流通セ
ンターなどを見学し、また、懇親を深めました。
参加者　20 人

出前講座・工場見学　11月19日
【協力企業】日本貿易印刷株式会社
　戸塚泉栄工業会の会員企業の工場を見学し、経営者から中小企業で働くことや求める人材について話を聴いた後、工場を見学しま
した。
参加者　県立翠嵐高等学校（定時制）
　　　　１年生他　47 人
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つなぎあい えがくみらい

金沢区活性化委員会

〒236-0002
横浜市金沢区鳥浜町2-13
TEL 045-353-8531
FAX 045-353-8534
www.futaba-printing.co.jp

有限会社 双葉印刷所有限会社 双葉印刷所
神奈川県屋外広告業登録 第1970号
横浜市特例屋外広告業届出 第2471号

看板 看板等も施工いたします看板等も施工いたします

横浜西部工業会  栗原敏郎会長横浜西部工業会  栗原敏郎会長
地域工業会　新会長へのインタビュー地域工業会　新会長へのインタビュー

［趣味の変遷］
　私の趣味は広く浅くがモットー。10 代、20 代は
リュックを背負いシュラフを持ち、JR の周遊券で
全国のユースホステルや駅の待合室、海辺で野宿
と、旅に出ました。ヒッチハイク、貨物列車に便
乗するなど、今では考えられない旅でした。22 歳
の韓国一人旅を最後に趣味は仕事に転向（笑）。30
代は、スキー（２級）、水上スキー（２級船舶）など、
家族サービスも兼ねてやりました。40 代では本来
の趣味（仕事）に立ち帰り福島に工場を立ち上げ
親孝行の真似事も。50 代からは仕事以外で、鍍金
の業界と障がい者雇用（今年で 62 年）に取り組み、
海外にも工場をとの夢は諦め、今に至っています。

［会社の経営について］
　先代（父親）が昭和 29 年 11 月神奈川区で創業
した亜鉛めっき工場は、今年で 66 年を迎えました。
昭和 38 年に保土ケ谷区に移転。現在は亜鉛めっき、
亜鉛ニッケル合金めっき、カチオン電着と防錆処
理で車の部品を中心に仕事をしています。保土ケ
谷に移り、近くの障がい者施設から多くの子女を
雇用。設備を自動化し、現在では横浜 ･ 福島２工
場で 34 名の障がい者が働いています。
　また、BCP として福島に工場を新設。地元の雇
用創出と障がい者雇用促進のお手伝いをさせてい
ただきました。
　現社長は３代目ですが、私同様設備投資が好き
で令和２年度も横浜工場でめっき設備を導入する
など精力的に行動しています。やはり血筋は・・。

［地域工業会について］
　西部工業会は３区（瀬谷・旭・保土ケ谷）の工

業会が合併してできた会で、古くからの会員が多
く、気心が知れた方々が多いです。しかしお互い
の会社を行き来することはないので、互いの仕事
内容が分からないと思います。西部工業会のホー
ムページに写真を掲載し、事業内容を見てもらえ
ば、違った交流が始まるのではと期待しています。
　また市工連の傘下に青年経営者会があります。
会員企業の後継者には異業種の皆さんとコミュニ
ケーションをとるために出て行くなど、有効に利
用してほしいです。
　今年度についてはコロナ禍の中、会合や懇親会
の中止や書面開催が多く、顔を合わせても Zoom
の中。これではストレスが溜まるので、西部工業
会では１月 20 日にフエイスシールドをして賀詞交
歓会を行うことにしましたが、緊急事態宣言の発
出のため残念ながら中止となりました。早くコロ
ナを飛ばして良い年を迎えたいものです。

ドイツ視察時の写真

◆ 会員情報交換 ◆
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◆ 会員情報交換 ◆
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鶴見区工業会鶴見区工業会
（鶴見区）（鶴見区） 長嶺事務局長長嶺事務局長寺嶋会長寺嶋会長

神奈川工業会神奈川工業会
（神奈川区）（神奈川区） 江藤事務局長江藤事務局長桐ヶ谷会長桐ヶ谷会長

　令和２年１月から 11 月までの間に、コロナ禍の
中、次の催し・事業を実施しました。
１月 16 日「令和２年新春賀詞交換会」

２月 20 日「令和元年度 合同地区懇談会」

　５月の「通常総会」は、コロナ対応の関係でホ
テルでの開催を断念し、書面開催で実施しました。

［桐ケ谷会長２期目は役員構成が若返る］
＜新任＞　総務委員会委員長　小山大輔
＜新任＞　経営委員会委員長　田中秀一
＜新任＞　会員交流・拡大委員会委員長　平出晴久

［コロナ禍］
　コロナ禍で予定していた事業はほぼ見送りとな
り、６月の総会も書面審議となった。

［賀詞交歓会］
　理事、総務委員の検討と会場との調整により、
令和３年賀詞交歓会の開催を決定したが、後日中
止となった。

［インフルエンザ予防接種］
　会員向けサービスの試験的取組みとして、当工
業会が調整役となって、インフルエンザ予防接種
枠を一定数確保して、会員企業４社に予防接種の
機会を提供した。
協力：特別医療法人 慈啓会　大口東総合病院

10 月２日「第 38 回ボウリング大会」

11 月２日「令和２年度日帰り研修」

［日産パビリオン見学会］
　神青会の取組みとして、みなとみらいに期間限
定でオープンした日産パビリオンの見学会を実施
した。（写真参照）

［理事会］
　理事・役員のご理解とご協力を得て、マスクの
着用とソーシャルディスタンスを確保した会議形
式により４回の理事会を開催し、必要な検討や賀
詞交歓会を想定した懇親会を行った。

（元ラグビー日本代表　三宅　敬氏による講演）

（資生堂 S/PARK（エスパーク）Museum）（横濱ゲートタワー建設工事）

（横濱ゲートタワー建設工事）（懇親会「横浜ベイホテル東急」）

地 域 工 業 会 だ よ り地 域 工 業 会 だ よ り
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みなと工業会みなと工業会
（西区・中区）（西区・中区） 菊地事務局長菊地事務局長加藤会長加藤会長

南事業会南事業会
（南区）（南区） 山下事務局長山下事務局長斎藤会長斎藤会長

［コロナ禍の中での取り組み］
　職場における感染対策等、会員間で情報を共有
するため３回にわたり、会員にアンケートを行い
集約し全会員に報告、会員間で共有しました。
　メールマガジンは月２回送信してきましたが、
積極的に活用し、会員に情報を提供してきました。

［第329回朝食会］10月20日（火）　43名
　コロナ禍で経営の方々も、感染対策と経営活動
に苦慮されていることから「現況下、経営はどう
考えるべきか」と題して中小企業人財活性塾主宰 
松本孝彦氏に講演いただきました。

令和２年を振り返って
　令和２年は、１月に開催された「新年賀詞交歓会」
を最後に、コロナウイルス蔓延により、３月以後
の行事がすべて中止となるに至りました。
　事業会としての重要な事業、「第 38 回 令和２年
度通常総会」も残念ながら、当会として初めての
書面総会の開催となってしまいました。
　又、例年南区の行政と連携して参加し、会員間
の親睦を図る大切な場であった「南区桜まつり」、
夏休み中の「南まつり」も、すべてコロナウイル
スの影響で開催中止に追い込まれ、事業会の活動
が大幅に制約されてしまいました。
　そのため、会員様に情報提供を目的とし、年間
４回発行の事業会の活動をお知らせする主要な広
報活動である「南事業会ニュース」も、種々の行

［第330回朝食会］11月17日（火）　30名
　企業における感染対策等「出席会員間の意見・
情報交換」をテーマに、企業における新型コロナ
ウイルス感染対策や現況下の中での経営方針等を
テーマに意見を交換しました。

［令和２年度納涼事業］８月28日（金）　34名
　８月28日（金）17時より、HOTEL THE KNOT YOKO
HAMA において、真宗大谷派祐光
寺僧侶・早稲田大学講師中下大樹氏
をお招きして「経営に効く仏教の教
え」と題し、コロナ禍での経営者の
あり方等ご教授いただきました。

事の中止による掲載する記事の不足で、３月・12
月の２回のみの発行で終わりました。
　令和２年 11 月からのコロナウイルス感染拡大の
影響で、苦慮の末すでに「令和３年 新年賀詞交歓
会」の開催も中止といたしました。
　「南区桜まつり」もすでに中止が決定しており、
年頭から寂しいスタートになりました。
　願わくば、急速にコロナウイルス感染拡大が終
息し経済活動も含め、令和３年度の種々の行事が
通常に戻り、皆様の笑顔が戻ることを期待してお
ります。
　今年度は役員改選の年でもあり、役員改選も含
め心機一転、横浜市工業会連合会とも連携し、有
意義な情報を会員皆様にお届けしたいと思ってお
ります。
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港南区工業会港南区工業会
（港南区）（港南区） 志澤事務局長志澤事務局長稲村会長稲村会長

横浜西部工業会横浜西部工業会
（保土ケ谷区・旭区・瀬谷区）（保土ケ谷区・旭区・瀬谷区） 飯島事務局長飯島事務局長栗原会長栗原会長

★コロナ禍における港南区工業会運営検討会
　去る 12 月８日に月例の理事会と同時開催で「コ
ロナ禍における港南区工業会運営検討会」と題し
理事対話会を行いました。市工連や各地域工業会
に限らず様々な団体では、諸活動の自粛や会議形
式に制限を設けるなど、コロナウイルス感染対策
には十分に配慮して活動をされていると思います。
　この様な現状は当会も同様で、コロナ禍中におけ
る活動には未だ試行錯誤の状態です。この苦境を早
期に打開し、新年からの組織運営をコロナ禍中から
終息後に至るまでの間整備をし、理事間の意識を一
体化することによって、当会はもとよりその会員一
人ひとりが、令和３年を新たな気持ちで迎えスター
トをしようということがこの対話会の目的です。
　本来ならば会員皆さんへ周知し、より大勢での
意見交換をしたいところですが、会長が招集権限
を有する理事会員に限定し実施しています。

☆令和２年度工業団体役員・優良工業
　従事者表彰式と新旧会長の交替

　９月 10 日（木）、この日予定していた総会は書
面開催となりましたが、ホテルキャメロットジャ
パンにおいて、遠藤昇前会長から栗原敏郎新会長
へ会長が交代しました。併せて令和２年度工業団
体役員・優良工業従事者表彰式が行われ、22 名が
表彰されました。

　対話会においてはもう一つのテーマとして、そ
れぞれの業種の立場でのコロナ対策とコロナ禍後
の再生計画案なども提供し合おうと銘打ちました。
　対話の中では様々な意見が出て、まとまる話や
そうでない意見もありましたが、大筋としては、
現在の各団体活動の行事実行可否については、当
会においては、今後は我々独自の決定方針を決め、
周囲に左右されない状態での最善策によって運営
するという意見でまとまりました。また、今年度
中止した事業については極力次年度事業の合間に
入れて実施しようという結論も出ました。
　我々各地域工業会は、足並みは揃えているもの
の、各会の地域独自のカラーをもって活動している
と認識しています。当会でも、その地域色を維持し
ながら、令和３年をコロナによる逆境を順境に転換
すべく新たな視野を増やして活動しようと、出席
理事相互に意識高揚を得た有意義な対話会でした。

　遠藤前会長からは「５年間会長職を務めてきた。
中でも上瀬谷通信基地跡地活用の要望を出した結
果が、計画に載って安心している。これからは副
会長になるが、減っている会員数を増やしていき
たい。」との挨拶がありました。
　栗原新会長は、株式会社大協製作所の代表取締
役会長です。昨年度までは横浜西部工業会の副会
長を務めていました。「会員のためにできるだけ
やっていきたい。」と意気込みを語っていました。

栗原新会長 遠藤前会長 下田旭区長

栗原会長及び下田旭区長による表彰状授与 表彰式全体写真
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磯子事業会磯子事業会
（磯子区）（磯子区） 斉藤事務局長斉藤事務局長長谷川会長長谷川会長

（金沢区）（金沢区） 木村事務局長木村事務局長沼田会長沼田会長

（一社）横浜金沢産業連絡協議会（一社）横浜金沢産業連絡協議会

　令和 2 年は、コロナ禍により本来の事業がすべ
て中止になりました。
　2 月のダイヤモンドプリンセス号の頃は、パシ
フィコ横浜ではテクニカルショウヨコハマを開催
中で新型コロナウイルスについてもまだ深刻には
考えていなかったと思いますが、あっという間に
蔓延してしまいました。
　当会の事業としては、通常総会は書面評決とな
り、例年、磯子区と連携して行う事業（磯子まつり、
横浜マラソン沿道清掃等）も中止となりました。
　行政からは助成金や融資の情報をいただき会員
の皆様にお伝えいたしましたが、神奈川県・横浜
市双方からの情報をすべてお伝えできたのか不安
もあります。
　終息するかにみえたものの 11 月からまた感染者

【情報提供事業について】
　今回ご紹介する取組みは、産連協が昨年の自然
災害、ここ金沢地区に台風 15 号が来襲した際実施
した情報提供内容（フロ−）を事例とした情報発
信についてです。災害時には、産連協がいかに被
災企業のお役に立つべきかを走りながら考え、各
行政庁と調整するとともに、情報の共有化を図り、
対応策を実施しました。
　「経営相談窓口」、「罹災証明手続き」、「災害ゴミ」
が大きな３つの柱で、その他調整実施すべき事項
を、一つひとつ冷静かつ適確に対応を図ることが、
被災企業への支援であると考え実施しました。
　現在の新型コロナウイルス感染症対応において
も、未だ収束したものでは無い状況下を踏まえ、
今後想定できない自然災害の猛威に備えるために、
各行政庁との緊密な連携（情報交換等）・調整を図
るとともに、会員企業への迅速なる情報提供を実
施してまいります。

が増加してきました。
　感染者増加がピークアウトして落ち着くのがい
つになるのか、状況次第では来年度も先が見えな
い状況になりましたが、早く新型コロナウィルス
が終息することを願っております。
　磯子区では賀詞交歓会も中止が決定しています。
活動自粛や飲食店の時短営業など経済にも深刻な
影を落としており、生活や就業の形態も変化を余
儀なくされることになりましたが、これから状況
に即応できるように準備していかなければならな
いと思っております。
　まだ今年度は２か月残っていますが、４月から
の新年度ができる限り通常に戻れるようになり、
会員の皆様と楽しく交流ができるようになること
を願い新年度を迎えたいと思っております。

災害（台風15号）対応状況フロー

災害(台風１５号)対応状況フロ－(報告)

                              

＊資金繰りや経営安定に関する相談

▶ 経済局金融課相談認定係

＊信用保証に関する相談  

▶ 橫浜市信用保証協会      

                                   
  
   

   
       
  
                                                  

《継続実施中》    《当ｾﾝﾀ-での窓口業務は、9/27 で終了》 《定期的実施は10 月末で修了》

            

10/11(金)･12(土)･13(日)

台風19 号の来襲に伴う「車輌等の一次保管」対応

                          

                    

         

                12 月19 日付け 台風19 号に伴う被災中小企業の復旧支援の記者発表有り

被災企業

金沢区役所による広報活動

▶ 区広報車により周知

特別経営相談窓口開設

(経済局・IDEC 橫浜)

罹災証明申請書

▶ 産連協事務所に設置

▶ 金沢区役所 HP から  

金沢消防署に提出

▶ 事前連絡(提出日程等)

（印鑑、写真等)  

災害ゴミの搬出

▶ 所定の場所を案内

被害状況確認(現地調査)

所定場所に搬出 (持出)

９月19 日(木)被災対応説明会の実施(横浜市主導)同内容で、日/２回開催

道路清掃等

▶ 順次実施中

罹災証明書確認

９月25 日(水)～ 国・県・市合同被災状況(個別企業)確認業務の実施

罹災証明申請書

▶ 直接消防署へ調整

災害ゴミ･道路清掃等

▶問い合わせにより実施

特別経営相談窓口開設

(経済局・IDEC 橫浜)

10 月 31 日(木)被災企業支援制度に関する説明会の実施(横浜市主導) 同内容で、日/3 回開催

台風15 号「橫浜市被災中小企業復旧支援補助金」11 月 15 日(金)午前 9 時～申請開始

１２月２４日(火) 2 回/日 金沢区福浦･幸浦地区の護岸復旧に関する説明会開催

10月以降
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國場事務局長國場事務局長イラストイラスト榎本理事長榎本理事長 （金沢区）（金沢区）
横浜市金沢団地協同組合横浜市金沢団地協同組合

（一社）横浜北工業会（一社）横浜北工業会
（港北区・緑区・青葉区・都筑区）（港北区・緑区・青葉区・都筑区） 長島事務局長長島事務局長秋本会長秋本会長

○鳥浜バス通り花壇活動
　恒例となった鳥浜町バス通り花の植栽、約１㎞
のバス通り沿いの 180 個の花壇に花を植える活動
も 16 年目となります。
　11 月 12 日（木）2000 本の「よくさくスミレ」
と「ノースポール」を配布、企業の皆さんにより
一斉に植えられました。
　また、16日（月）には、県立金沢養護学校の高校１
年生９人が約 100 本の花苗を植えてくれました。
　来春もバス通りに満開の花が咲き、コロナ禍中
にあっても工業団地で働く人や訪れる人々へ憩い
を与えくれることでしょう。

○組合インフルエンザ予防接種
　令和２年 11 月 24 日、鳥浜町の県予防医学協会
集団検診センターにおいて、組合インフルエンザ

○コロナ禍での事業推進
　４月～８月までの５か月間は、コロナ感染拡大
のため、会の基本的な事項を決定する理事会は書
面表決、総会は委任状による最低限の人数での開
催とし、事業は当面中止しました。
　８月に事業運営を検討する総務、組織広報、事
業企画、工業振興、厚生の５委員会を開催し、９
月からの事業実施の決定及び三密対策の確認をし
ました。

１．ランチョンミーティング：９月から再開
９ 月：第１回「コロナ関連支援策を活用を考える」
10 月：第２回「コロナ大廃業時代を生き延びる」
11 月：第３回「コロナ禍の経営戦略」
12 月：第４回「親族外事業継承・Ｍ＆Ａを考える」
１ 月：第５回「退職金を考える」

予防接種が実施されました。
　同事業は、「健康経営」活動の一環として県予防
医学協会と組合が連携 ･ 実施しており、今回は約
210 人の従業員がワクチンを接種しました。

○鳥浜工業団地の渋滞問題検討会議
　11 月 19 日、本年度２回目の「鳥浜工業団地の
渋滞問題検討会議」を組合会館で開催しました。
鳥浜町周辺では、昨年から大型商業施設が開業し
たことに伴い、団地内道路及び国道 357 号線が組
合企業の操業に影響を及ぼすほど渋滞しています。
本会議は、組合、横浜市、市会議員及び商業施設
を運営する三井不動産㈱、大和リース㈱が一堂に
会し、現状を認識するとともに、今できる解決策
を導出して実行し、根本的な渋滞改善対策を検討
することを目的としています。

２ 月：第６回「障害者雇用を考える」
３ 月：第７回「健康関連テーマ :（検討中）」

２．Ｗｅｂセミナーの開催（11 月から新規実施）
　11 月から８月まで北工業会ホームページに経営
者向け ･ リーダー向け ･ 職員向けの３コースのセ
ミナーのバナーを掲載。各 30 講座（月３回更新×
10 か月）

３．経営者セミナー（２月に２講座を残し中止）
11 月 18 日再開：プレ
イングマネージャーの
育成
12 月 17 日：営業戦略
を上げる企業戦略

組合企業による花植 養護学校学生による花植

神奈川県予防医学協会集団検診センター

専門委員会の協議風景

ランチョンセミナーの風景

セミナー風景
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戸塚泉栄工業会戸塚泉栄工業会
（戸塚区・泉区・栄区）（戸塚区・泉区・栄区） 木村事務局長木村事務局長黒田会長黒田会長

横浜青年経営者会横浜青年経営者会
山崎会長山崎会長

［初めてのリモート会議］
　ご承知のとおりコロナ感染対策のため４月７日
に緊急事態宣言が出されて以来、人が集まる全ての
行事や会議・集会等も全国的に禁止状態となった。
　その間の当工業会の企業は、コロナ対策のガイ
ドラインを遵守し、それぞれ自社に合った方法で
細々と事業活動を行っているのが実態であるとの
話が多かった。
　当然のことながら、当工業会が実施する理事会・
総会・情報交換会等も全て中止となっている。し
たがって当工業会の現活動状況や会員企業の実情
を知り、意見交換を行なうために、初めての「臨
時リモート理事会」を実施することとなった。

【打ち合わせ内容】
日　時　令和２年９月 17 日（10：00 ～ 11：30）
場　所　三宝精機工業㈱
出席者　リアル参加　10 社、ＷＥＢ参加　５社

定例会１　令和２年６月 15 日（月）
　今般の新型コロナウイルス感染症の影響により、
令和２年度第１回定例会は「副市長懇談会」と題し、
林副市長並びに星﨑経済局長、高柳ものづくり支
援課長をお招きしてオンラインによる会議を開催
しました。会員企業の現況報告やコロナ感染対策
の取組み等を説明し、行政と積極的な意見交換を
行うことができました。
定例会２　令和２年 10 月 23 日（金）
　「ロボットで活性化する『かながわ』のミライ」
と題し、第１部では神奈川県産業労働局産業振興
課　遠藤課長より活動内容や支援内容を中心に講
演をいただき、第２部では神奈川県産業技術総合
研究所企画部　大屋企画部長より KISTEC の成立
ちから活用方法、コロナ禍においての施設利用の
減免策等を説明いただき、県施設や施策等の見識
を深めることができました。

（各理事の報告と意見交換）
　１）市工連関係
　２）スケールメリット
　３）ものづくり自慢展
　４）ＨＰのリニューアル
　５）テクニカルショウヨコハマ

（今後の検討）
・Ｚｏｏｍを活用した
　会議等の検討
・簡単な機関紙発行の検討
・小規模の会議体
【リモートの反省】
・準備段階でテストを含み時間を要した。
・一時音声が途切れた。
・最初の頃不慣れのせいか緊張感があった。
　実際にリモートで会議をやってみて慣れてくる
と良いものだと理解した。
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「ＢＣＰ、災害時の備えはできていますか？　　　　
　　　　事業継続力強化計画」策定セミナーについて
「ＢＣＰ、災害時の備えはできていますか？　　　　
　　　　事業継続力強化計画」策定セミナーについて

　横浜市では、中小企業が災害・感染症による被害
を軽減し、事業を継続していくために、国が創設し
た「事業継続力強化計画」（※右下参照）の策定支
援を進めています。今回、横浜市工業会連合会等と
の共催により、令和２年10月29日に市内企業の皆様
を対象に、「事業継続力強化計画」をその場で作成
できるセミナーを会場及びオンラインで開催しまし
た。また、開催にあたっては、横浜市との包括連携
協定に基づき、損害保険ジャパン株式会社様にご協
力いただきました。
　本セミナーは、「事業継続力強化計画」を実際に
作成する演習を中心にしたプログラムとなってお
り、計画書を確認しながら、「自然災害等が発生し
た場合における対応手順」や「事業継続力強化に資
する対策及び取組」等の各項目の考え方や、経済産
業省に申請する際のポイントなどを解説いただきま
した。
　講師を務めていただいた高橋 孝一 氏（ＳＯＭＰ
Ｏリスクマネジメント株式会社 首席フェロー）は、
企業のリスクマネジメントがご専門で、官庁等で有
識者として数多くの委員会に参画され、「事業継続
力強化計画」の制度設計の検討会委員にもなってい
ます。
　高橋講師からは、災害の被害情報を迅速に共有す
るために、多くの社員が会社ＨＰの更新をできるよ
う対策をしておくことや、社員が自ら安否確認の連
絡をするよう日頃からの意識づけが重要となること
など、ご自身の会社での取組も事例として紹介いた
だきながら、分かりやすく伝えていただきました。

　また、セミナーの事後フォローとして、損害保険
ジャパン株式会社様や、共催者の横浜企業経営支
援財団（IDEC横浜）による「事業継続力強化計画」
の策定支援を行っています。
　セミナー後のアンケートでは、「申請は事務が煩
雑なため、今回のように具体的な書き方の説明は助
かる」、「今回作成した事業継続力強化計画を申請し、
徐々に内容を充実させていきたい」といった声が寄
せられました。
　横浜市では、今後も「事業継続力強化計画」等の
策定支援を実施する予定ですので、ぜひ、ご活用く
ださい。セミナー開催等の情報は横浜市ホームペー
ジや市工連メールマガジンでお知らせいたします。

※「事業継続力強化計画」について
　「事業継続力強化計画」は、中小企業が自然災害
等による事業活動への影響を軽減することを目指
し、事業活動の継続に向けた取組を計画するもので
す。
　令和元年７月施行の「中小企業強靭化法」により、
防災・減災に取り組む中小企業がその取組を「事業
継続力強化計画」としてとりまとめ、経済産業大臣
がその計画を認定する制度が創設されました。認定
を受けた中小企業は、防災・減災設備に対する税制
優遇、低利融資、補助金の優先採択等のメリットを
受けることができます。

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
首席フェロー　高橋 孝一 講師

セミナーの様子
（会場：損保ジャパン横浜馬車道ビル）

横 浜 市 か ら の お 知 ら せ横 浜 市 か ら の お 知 ら せ
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神奈川県横浜市磯子区森横浜型地域貢献企業認証
30（1）0517

日興テクノスが
トータルサポート

します

運用/
保守

企画/
提案

納品/
工事

設計/構築/
開発

・パソコン・サーバー機器

・基幹システム
生産管理「きばる工場長」
勤怠管理、販売管理システム等

・電話・ネットワーク環境構築

・働き方改革

・コロナ対策

私たちはＩＣＴの総合インテグレータとして高度なテクノロジーと
サービスの提供によりお客様の満足を実現してまいります。
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